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78－    － 
ブレンド型授業における読むことの「選択する学び」と評価
― （ ） を手がかりとして―
 




























を育てるために「自分で選んで読むこと」の重要性を指摘した、Berit Gordon（2018） No More Fake 




り方を考察する。（以下、枠で囲んだ部分は No More Fake Reading からの引用であり、すべて稿者に
よる仮訳である。） 
 
79－    － 
 
２ No More Fake Reading の内容 





























・Lucy Calkins（2000）. The art of teaching reading. Pearson.1 
・Richard Allington（2002）. What I’ve learned about effective reading instruction from a decade studying 
exemplary classroom teachers. Phi Delta Kappa, 83（10）.741-747 




2 未邦訳。同じ著者が Robert Probst と共に著した Notice and Note については、次の論文で考察した。山元隆春
（2018）「文学作品の「精読（close reading）」の方法をどのように学ばせるか? : 登場人物の「予想外の行動」
を道標として」『論叢国語教育学』（14）pp.53-72 
80－    － 
・Stephen Krashen（2004）. The power of reading. Heinemann.3  
・Nancie Atwell（2007） The Reading Zone. Scolastic.4 
・Kelly Gallagher（2009）. Readicide. Stenhouse.5 
・Penny Kittle（2013）. Book love. Heinemann. 






























3 スティーブン・クラッシェン著、長倉美恵子・黒沢浩・塚原博訳『読書はパワー』金の星社、1996 年 
4 未邦訳。稿者による次の論文で言及している。山元隆春（2019）「｢文学国語｣へ、｢文学国語｣から」『国語科
教育』、第 85 集、pp.9-11.また、同じ著者による In the Middle には邦訳がある。ナンシー・アトウェル著、小坂
敦子・澤田英輔・吉田新一郎訳『イン・ザ・ミドル―ナンシー・アトウェルの教室―』三省堂、2018 年 
5 未邦訳。稿者による次の論文で言及している。山元隆春（2019）「｢文学国語｣へ、｢文学国語｣から」『国語科
教育』、第 85 集、pp.9-11. 
6 未邦訳。同じ著者による The Book Wisper には邦訳がある。ドナリン・ミラー著、高橋順子訳『子どもが「読
書」に夢中になる魔法の授業』かんき出版、2015 年 








































とになった阿部重夫訳『これは水です』（田畑書店、2009 年）など。大作 Infinite Jest（『無限の道化』）もあ
る。2008 年に亡くなるまで、大学の創作コースで教えていた。Gordon の文章はそのことに言及している。  








































































8 「考え聞かせ」の働きについて、Gordon が参照した Jeffrey Wilhelm は次のように言う。「考え聞かせは、夢
中になって読むコツ（the hallmarks engaged reading）を秘密にせずに、教室の生徒たちに確実に伝えるもの
だ」（Wilhelm,2001,p.66） 
9 “blended”という形容詞を伴った教育方法を提唱したものとしては、Michael B. Horn と Heather Staker（2014） 






Blended model にもこれは当てはまる。ゴードンの Blended model はホーンらの「ブレンディッド・ラーニン
グ」と同じ blended という語を使っているが、オンライン授業と対面授業との blend を意味しているわけでは
ないので、区別するためにここでは「ブレンド型」という訳語を使っている。  

















自分で選ぶ本と古典的文学とのブレンドとは、私たちが知っている作品群（what we know works）















































































































































項目にほぼ対応している。くわしくは www.corestandard.org を参照のこと。 
















































































13 注 10 参照。 




































































山元隆春（2019a）「フィクションの深い学びを促す学習評価―Jennifer Serravallo（2018） Understanding 







Gordon, Berit（2018）. No More Fake Reading: Merging the Classics with Independent Reading to Create 
Joyful, Lifelong Readers,Corwin. 
Serravallo, Jenifer（2018） Understanding Texts & Readers, Heinemann. 
Wilhelm, Jeffrey D.（2001）. Improving comprehension with think-aloud strategies. New York, NY: Scholastic 
Professional. 
  
92－    － 
資料 読みのノートを「評価」するための枠組み（ ）
（１）読みのノートのルーブリック サンプル１






































３点 ４～５点 ７～８点 ９～１０
点 
ノートをきちんと提出している。 １点 ３点 ４点 ５点 
合計 ／７５点 
  





付記 本稿は、第 137 回全国大学国語教育学会・仙台大会・自由研究発表「読むことの学習指導







４点 ６点 ８点 １０点 
ノートへの記入が
短い（３文以下で
ある）。アイディア
や意見は書かれて
いるが、それを支
える根拠が示され
ていない。読んだ
本についての質問
やオリジナルな考
えはない。読者と
して関心を持った
り成長したりした
ことの 証拠 がな
い。ノートには全
体としての記載は
なく、大半がバラ
バラな 記述 であ
る。 
ノートへの記入には、意
見や要約が書かれてい
て、その本から根拠にな
るものも少し示されて
いる。読んでいる本につ
いての質問が少しある
か、まったくないかであ
る。 
 
読みについての関心は
少しあるかまったくな
いかであり、読者として
成長した証拠について
も同様である。 
 
ノートブックの罫線や
内容の表の様式を無視
した書き方になってい
る。 
ノートへの記入から
は、この本をしっかり
理解していることがわ
かり、その本からの根
拠を十分示しながら登
場人物やテーマ等につ
いて考察している。 
 
読者がつくったと思わ
れる質問とそれに対す
る答えがある。 
 
記載されたことから、
読みに関心を持ってい
るということや、読者
として成長しているこ
とがわかる。どの記入
事項もしっかりと書か
れており、表を使って
書いてある。 
ノートへの記入はこの
本についての優れた理
解をあらわしている。 
 
登場人物とテーマにつ
いてのすべての考えと
文章には根拠があり、
それだけでなく、考え
たことや説明の内容を
振り返っていることが
わかる。読みに対する
強い関心が現れてい
て、学期の間成長して
いることがわかる。 
すべての記載内容が完
全であり、内容の表に
即して構成されてい
る。 
